職務経歴書
2025年4月1日現在
佐藤 真次
■職務要約
　理学療法士として約5年間、急性期と回復期の病院でリハビリに携わってきました。体の動きが不安定な時期の支援から、家に帰るための生活動作の練習まで幅広く経験しています。高齢の患者さまを担当することが多く、息切れや体力の低下に気を配りながら、ベッドからの起き上がり、立つ、歩くといった基本的な動きを一歩ずつ支えてきました。また、ご家族やケアマネジャーと協力し、退院後の安全な暮らしを見すえた計画づくりにも参加してきました。
■職務経歴
医療法人△△会　△△総合病院（2019年4月〜2021年3月）
	病床数：250床（うち急性期154床）
スタッフ構成：PT 22名・OT 10名・ST 4名
雇用形態：正社員

	期間
	職務内容

	2019年4月〜2021年3月
	【担当業務】
・手術後まもない方や体の動きに不安がある方を中心に、1日5〜6名を担当
・ベッド上での起き上がり、座る、立つ、歩く練習をサポート
・トイレ、着替えなど生活に近い動作の支援
・医師、看護師、相談員など多職種と情報共有
【心がけたこと】
痛みやめまいで不安がある方にも、安心して体を動かせるよう声かけを多くし、少しずつ動作につなげました。




医療法人〇〇会　○○回復期リハビリテーション病院（2021年4月～現在）
	病床数：病床数120床（回復期病棟）
スタッフ構成：PT 18名・OT 12名・ST 6名
雇用形態：正社員

	期間
	職務内容

	2021年4月～現在
	【担当業務】
・足腰や肩の痛み、まひのある方を中心に、1日6〜7名を担当
・イスへの移り、台所に立つ、買い物を想定した移動練習
・ご家族への介助アドバイス、生活に必要な道具の提案
・退院前訪問や担当者会議に参加し、家での生活準備を支援
【心がけたこと】
退院後の生活が思い描きやすいよう、家事や外出など日々の動きを意識した練習を大切にしました。



■活かせる資格・スキル
・理学療法士免許（2019年3月取得）
・普通自動車第一種運転免許（2014年7月取得）
・急性期と回復期でのリハビリ経験：計5年
・高齢者の体調変化に配慮した、安全な動作のサポート
■自己PR
　私の強みは、高齢の方が無理なく続けられる動作づくりと、ご家族への丁寧な説明ができることです。急性期では、痛みや息切れが出ないよう様子を見ながら、座る・立つ・歩く練習へと少しずつ進めてきました。回復期では、家事や外出など、ふだんの生活に近い動きを取り入れ、「台所に立てるようになった」「家でトイレができた」といった声をいただきました。また、ご家族へ介助の負担を減らすコツもお伝えし、退院後の安心につなげることを意識していました。老人保健施設では、生活の場に寄りそったリハビリを行い、その方らしい時間が少しずつ増えるように支えていきたいと考えております。

